台風16号緊急避難の報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成16年9月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　操明学区連合自主防災会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事　　山崎泰二

（1） はじまり

8月30日深夜23時30分沖元東町内会前田会長の家族の方から「堤防の一部から海水の浸水があり大変危険」「前田会長は浸水地点を警戒中」「操明小学校に緊急避難したいので宜しく」との一報が入り連合町内会の小川会長宅と岡本自主防災会長に報告の電話。しかし共に旭川の警戒に出かけて不在。

小学校のカギを預かっている藤崎第1町内会の大森会長宅のドアーを叩く。キーは外門のみとのこと。

そこで会議室を避難場所に決めて行動を開始。幸い桑野下ブロック会長の斎藤さんに連絡が取れ石川幹事と共に学校に来てもらう。

（2） 緊急避難住民の収容と岡山市役所の対策本部に事態発生と簡単な実情を報告。

沖元東町内会の住民は年寄り子供・婦人を中心に44名が自家用車で参集（犬2匹も）取り合えず学区連合会でも使わせて戴いている別棟の「会議室」に収容。斎藤副会長と石川幹事に対応を一任。

小川さん・岡本会長への連絡のため息子に運転を依頼し旭川湖畔に急行。小川氏は不在、お岡本会長には現地で会える。概要報告し再度岡山市災害本部に救援物資70名分を要請する。

（3） 三蟠港町内会には既に三蟠消防団を中心に排水活動が展開中。

　　　深夜12時の満潮時と台風が重なり高潮が堤防を超え、床上浸水が急激に進行、避難出来ない住民が住

　　　居内に取り残され伊達町内会会長が奔走中、急病人の為救急車も出動し現場は混然としていたが、岡本

　　　会長を伴って「自主避難」先の操明小学校に帰り、今後の対応を相談。教育委員会からの連絡を受けた

　　　山本三蟠消防分団長の奥さんが「学校のカギ」を持参されたので、希望者の年配者を中心に2階の和室

　　　に誘導。布団や座布団で休んでもらう。山本さんの計らいで温かい「お茶」の接待や斎藤さん山崎のポ

　　　ッケトマネーで冷たい缶ジュ－スなどを配布する。

（4） 沖元東町内会の被害状況が心配との住民の声

岡本さんと山崎それに町内会の住人で元気な前田さん（女性）を案内に現場に急行する。沖元消防団が

保住団長を中心に海水を百閒川に排水し、国土交通省百閒川事務所所長の指揮のもと照明車の明かりで、重機が動き出し土嚢やサンドに依る海水の止水が完了したのは、31日の午前3時30分であった。

夜見回りに出た前田さんの証言によると、「堤防の下部のあちこちで海水の浸水がありその内1ヶ所で

大きな穴（約2ｍ）が開き収斂する形になった」「何時堤防が破壊されるか大変心配だった」とのこと。

（5） 現場は前田町内会長と保住分団長らに任せ「避難先」に帰る。

途中大きな重機と応援の消防団の車にすれ違う。避難住民に概要報告。安心して少し笑顔が戻る。

三蟠港の避難住民は結局5名であった。家から外に出られない住民が多かった。それだけ高潮が早かったことを意味する。

重歳教頭が教育委員会からの連絡で登校して戴き、何かとお世話になる。先生は職員室にて待機。

岡山市から「緊急物資」として毛布とビスケット各70人分が届く。全員に配布する。我々も試食しながら待機する。

（6） 沖元東海岸堤防の緊急復旧完了の携帯が保住氏から入る。

午前3時30分過ぎに待っていた「復旧完了」の報告が入る。前田町内会会長は「現場はまだ騒然としているが堤防決壊の心配はなくなった。避難住民の意向で自宅に帰るかどうか決めてくれ」とのこと。

年配者の意向は「自宅に帰る」であった。朝4時過ぎ沖元東町内会の住民は帰宅した。

三蟠港の5名を残し、岡本会長と山崎は現場に視察に行く。

（7） 三蟠港の海面の潮も大分引き回復の方向を確認。

沖元東の海岸は消防団は帰っていたが重機は忙しく動いて、作業員の多くも残っていたが大きな開口部

には土嚢とサンドで止水は完了していた。

前田町内会会長の対応の報告等を行って、現場を離れ百閒川事務所に寄り所長にお礼の挨拶をして帰る。

（8） 三蟠港町内会床上浸水の復旧支援

畳などが海水に浸水され大量の排出物が予想されたので、岡本会長から自主防災会の幹部を中心に、環境衛生協議会・社会福祉協議会・かがやきクラブ・交通防犯協議会に「応援隊」の要請をする。

約15名の応援が朝8時半から午前中、被災住宅を廻り応援活動に汗を流す。

災害本部に「集積ゴミ」の事「衛生消毒」の事を要請する。電気の復旧しない住宅もあるし「汲み取り」の問題も急を要する問題である。

特に被災住民の把握（氏名・住所・電話番号・家族構成など）は早い時点で町内会や単位自主防災会で行うべき点もあった。

（9） まとめ

大潮と台風それに深夜の悪い条件が重なり、実際には在宅であった小川連合町内会会長とも連絡がとれないまま、学区始まって以来の初めての「緊急避難」であり「避難住民の収容」と「被災地の緊急対応」

シュミレーション無しでの「本番」であった。

岡山市災害本部との連携は思ったよりスムーズであった。学校の「カギ」は30日の朝小川会長と教頭先生確認では大森藤崎第1町内会会長にあるとの連絡が岡本会長と山崎にあったが、実際には別の所にありそれでも早い時点に、学校の「カギ」が開き和室での仮眠は避難者にとって幸いであった。

沖元東の海岸線は岡山県の管轄であったが（当日知った）前田会長の強い要請で国土交通省が動いてくれ、重機や照明車の確保が出来ました。

学区内に有る「防災備品倉庫」の活用が実質的に出来なかった。2人の学区内の消防分団長は指揮者として現場を離れられない側面もある。今後の課題である。

災害復旧の応援は被災者にとって大変嬉しかった事でしょう。日頃の役員同志の交流がスムーズな立ちあがりになりました。ともあれ、今まで経験の無い「大潮の高波」の中で人身被害の無かったことに感謝します。夜間突然の呼び起こしに気持ち良く対応していただいた多くの方に感謝します。
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